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令和８年４月１日より、自転車による一定の交通違反に対して「交通反則通告制度（青切符）」が適用

されます。これは、比較的軽微で、現認・明白・定型的な違反行為に対し、反則金を納付することで   

刑事罰を免れる制度です。 

 

 

対 象 年 齢： 16歳以上の自転車利用者 

対 象 違 反： 約 113 種類（ながらスマホ、無灯火、傘差し運転、逆走等） 

反 則 金 額： 3,000 円 〜 12,000円（違反内容により異なる） 

納 付 期 限： 青切符交付から 8日以内 

納付しない場合： 刑事手続きに移行し、罰金や科料に処せられる可能性あり 

 

 表１のとおり、令和６年に東京都内で発生した自転車事故のうち、自転車運転者に違反があった割合

は 74.0％でした。この割合は、年齢が下がるにつれて高くなる傾向にあります。令和 7 年 4 月 1 日

から 7月 31日までに、各学校経営支援センターから報告された都立高校生の事故でも、前方不注視な

どの安全進行義務違反や一時不停止による事例が多く見られました。このことからも、児童・生徒に  

対し、交通マナーやモラルだけでなく、法令や規則を正しく理解させ、交通社会の一員としての自覚を

促す必要があると言えます。 

 
 

小学生 中学生 高校生 20代 30 代 全 体 

事故件数 652 419 797 1,928 1,930 15,080 

違反なし 124 87 170 529 613 3,921 

違 反 率 81.0％ 79.2％ 78.7％ 72.6％ 68.2％ 74.0％ 

 

警察庁の資料「自転車の交通違反に対する交通反則通告制度の適用」には、

「指導取締りの方針」として、自転車事故が多い通勤・通学時間帯や薄暮時を  

想定していると記されています。 

制度開始まで約７か月。この期間は、各校の交通安全教育を見直す絶好の  

機会でもあります。生徒とともに自転車安全利用について考え、実行に移す  

ことで、「違反ゼロ」＝「事故ゼロ」の学校を目指してみませんか。大切なことは、生命を守ることです。 

～ 制度の概要 ～ 

交通安全ニュースレター
教育庁指導部指導企画課 
令和 7 年８月 21日 第４号 
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１ 指導のポイント 

表１：年齢層別自転車事故件数及び違反率（令和６年） 警視庁「各種交通事故発生状況（令和６年中）」より作成 

 
「×印」の付いた違反行為を   

表すイラストは、生成 AI により

作成しています。 

https://www.npa.go.jp/koutsuu/kikaku/bicycle/kentokai/03/siryou3.pdf


 

 「取締りの対象者だから」や「反則金を支払いたくないから」といったネガティブな動機付けを

避け、自分の命を守るだけでなく、自身が加害側にならないためにも、正しい運転を心掛けるよう

に指導・啓発していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 警視庁では、高校生の交通ルール意識の向上や事故被害の軽減を目

的に、都内の高等学校または高等専門学校の中から、他校の模範とな

る「自転車安全利用モデル高校」を指定しています。この指定を受け

るには、警視庁が定めた厳しい審査基準をクリアする必要があります。 

令和７年７月 14日、都立江北高等学校が、都立高校では３校目 

 

となる「自転車安全利用モデル高校」に指定されました  

（表２）。令和５年４月の道路交通法改正を受け、警視庁と 

教育庁が連携して交通安全対策を実施した都立高校として

初の指定校となります。学校全体で自転車用ヘルメットの 

着用推進に取り組み、自転車通学の生徒全員がヘルメットを

着用していること、また生徒主体で行った地域への交通安全

啓発活動が高く評価されました。 

 ▶ 参考：都立江北高等学校HP「江北 Days（2025/07/14）」 

 

 

 

 

 

 「自転車交通安全特設」ページ（安全教育・防災教育ポータルサ

イト内）は、更なる充実を目指し、今年度も随時内容を更新してい

ます。指導資料や授業等で活用できる短時間の動画など、様々な 

コンテンツを準備していますので、ぜひ活用ください。 

 学 校 名 

NEW！ 都立江北高等学校 

令和５年 都立練馬工科高等学校 

平成 30年 都立六郷工科高等学校 

３ お知らせ 

２ 取組・実践紹介 

～ 青切符制度に係る指導・啓発について ～ 

「自転車安全利用五則」の再確認 

  ⇒ 違反項目が新設されたわけではありません。「自転車安全利用五則」が全ての基本です。 

保護者にも周知、そして連携を依頼 

  ⇒ 制度やその仕組みについて保護者に周知し、学校の取組や指導に理解と協力を求めましょう。 

生徒会や委員会活動に位置付け、生徒の役割を明確に 

⇒ 学校周辺の道路状況を生徒自身が調査し、警察や地域と連携した安全対策につなげましょう。 

表２：指定を受けた都立高等学校一覧 

⇧ バナーをクリックで「特設ページ」 

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/bicycle/modelschool/modelschool.html
https://www.metro.ed.jp/kohoku-h/news/2025/07/in_1_1_1_1.html
https://www.anzenedu.metro.tokyo.lg.jp/jitenshakoutsuu

